
 

令和7年度認定こども園みのり幼稚園学校関係者評価 

 

自己評価の結果報告 

自己評価アンケート集計日 令和8年2月15日～3月1日 

学校関係者評価委員会評価実施日 令和8年3月21日 

 

１．幼稚園の保育・教育目標 

5つの力を育てます（考える力・創造する力・がんばる力・成長する力・生きる力） 

 

２．本年度の認定こども園みのり幼稚園の具体的な保育指針 

・食育の充実化。 

・主体的な考えや行動を育む為の基礎を養う。日々の保育の中での言葉がけなどに留意する。 

・自分で出来ることは自分で取り組む 

・身近な動植物を愛し、自然や社会の事象に興味・関心をもつ 

・身体の発達を年代や個々に応じ、捉え向上させていく。 

・乳児保育を安全確保の上で確実に実践する 

 

３．学校評価項目の取り組み状況・達成結果の評価自己評価 

 

  自己評価 学校関係者評価委員会 

 評価項目 評価 反省・改善点 評価 意見 

1 保育の計画性 Ａ 年度当初の教育課

程をもとに計画通

り保育することが

できた 

Ａ 毎月各学年で作成されて

いる月間保育指導計画表

のとおりに保育がなされ

計画的におこなわれてい

る 

2 保育の在り方 

幼児の対応 

A 副園長・主任を中

心に連携を強化し

園全体の教師間で

情報交換をし、個

別に適切な対応が

できた。0歳児から

5歳児まで多様な年

齢層の園児がいる

ので、しっかりと

A 食育・運動を中心に子供

達がたくましく心豊かに

育っている。行事も時勢

に合わせて変化していっ

ている。子供達の可能性

をもっともっと引き出す

活動を増やしていくとよ

りよい幼児教育が実践さ

れていくと思う。 



対応していきた

い。 

3 教師としての 

資質・能力 

良識・適性 

Ａ 今年度も、各教師

に対する保育技術

向上のための必要

研修にzoomを活用

しながら積極的に

参加した。 

園内での研修会で

は外部講師による

研修を行い、保

育・教育技術の向

上・資質向上に努

めた 

Ａ 定期研修や外部の研修へ

積極的に参加し教師の資

質向上に努めている。ま

た、引き続きZoomの活

用が活きている。 

レポートの作成を行い、

振り返りをし、園へ情報

の還元、職員間の共有を

をしているのもよい。共

有にはスラックというア

プリを効果的に活用して

いる。 

4 保護者への 

対応 

B 保育参加や保護者

参観会、行事等を

とおし保護者に園

のことを理解して

もらう機会をつく

っている。また、

日常でも、お迎え

の際の声掛けなど

で交流を行い、よ

り、園児への理解

を深められた。た

だ、外国人ご家庭

への伝達などまだ

まだ不十分なとこ

ろがあるので、改

善したい。 

 

A 行事のコンパクト化を目

指し、保護者参加の行事

が増えてきたように思わ

れる。また、開催される

ときには（運動会など）

細心の注意を払って行っ

ている様子がみられた。

園内での講演会、子育て

支援センターの充実な

ど、多岐にわたってよい

関係が築かれていると感

じる。多国籍になってき

たが、カタログポケット

などを利用して外国籍の

方にも伝達がスムーズに

いくように努力している

と思う。 

より開かれた園を目指し

努力を続けてほしい。 

 

5 地域の自然や 

社会との 

Ａ 園外保育やイブニ

ング保育などを通

A 今年度から特にこども食

堂に力をいれ、地域の施



関わり して地域の地理や

自然に親しみ、ま

た社会性を学ぶ良

い機会となった。 

運動会、みのりん

フェアなど地域開

放行事も実施。 

 

設を園外保育に活用し社

会性も養われる 

地域の方の協力のもと田

植え、稲刈り、いちご狩

り等々ができており、連

携を続けていけるとよ

い。 

6 研修と研究 Ｂ カリキュラムや体

制の検討を重ね、

乳幼児の教育・保

育研究に努めるこ

とができた。幼児

教育の研修会への

参加を積極的に

し、より研鑽に励

みたい。 

Ａ 教育・保育内容がより充

実したものとなるよう保

育・教育研究に努めてい

って欲しい。毎年公表で

ある0年生クラス・ミニ

クラスについては、園独

自の取り組みで大変評価

できる。今後も積極的に

行っていってほしい。 

 特記事項  今年度は9月に竜巻

の被害を受けた。

甚大な被害ではあ

ったが、園児職員

にけがはなかっ

た。その後の復旧

に際しても、地

域、自治体と連携

を取り、最短で復

興できた。 

A 大きな被害の中、短期間

で通常の園活動に戻すこ

とができたことは大変素

晴らしかった。今後、地

震含めて同様なことが想

定されるが、今回のよう

に的確な判断と実行をし

てほしい。 

 ＊結果の表示方法十分達成されている A 

達成されている B 

取り組まれているが、成果が十分でない C 

取り組みが不十分である D 

 



令和7年度学校評価アンケート（令和8年2月15日～3月1日実施）

A B C D E 評価

1 80 15 5 0 0 95

2 73 16 11 0 0 89

3 92 6 2 0 0 98

4
89 6 5 0 0

95

5 91 8 1 0 0 99

95.2

6
60.1 30.1 9.8 0 0

90.2

7 81 10 9 0 0 91

8 79 11 10 0 0 90

9 85 15 0 0 0 100

10 89 10 1 0 0 99

94.04

11 77 20 3 0 0 97
12 77 15 8 0 0 92

13
71 20 9 0 0 91

14 85 11 4 0 0 96

A非常に良いと思う　B良いと思う　Cどちらともいえない　D あまり良いと思わない　E 良いと思わな
い　総合評価は、肯定的評価A＋Bで評価するものとする。

園の教育目標・教育方針はわかりやすい
子どもたちが活発に運動に取り組むための
環境作り
あいさつや基本的生活習慣の定着のための
指導がなされている

子どもたちの学習に力を入れている（めざ
ましあそび、もじ、数、0年生、ミニクラ
スなど）

教育・保育に関するサービス

教職員の対応（挨拶、話し方、相談などに
対しての回答のはやさなど）

教職員が子どもをよく観察するように心が
けている
全ての子どもたちに平等に接するように心
がけている

教職員の数（適正であるか）

教職員の年齢層（バランスについて）

理念・教育方針

保護者との信頼関係ができている

教職員の取り組み

総合評価

保護者の子育て相談にのっている

園と保護者のコミュニケーション機会の充
実度（行事の数など）

子育て講演や子育て支援についての情報提
供、支援センターの開設を行っている

総合評価

食育の実施（衛生、食に関する教育、農園
活動など）が充実している



15 92 8
0 0 0 100

16 90 9 1 0 0 99

17 89 8 3 0 0 97

96

18 74 16 10 0 0 90
19 76 13 11 0 0 89

20 63 10 20 7 0 73
21 79 20 1 0 0 99
22 89 5 6 0 0 94

23 80 15 5 0 0 95

90

24 70 22 8 0 0 92
92

子どもが触れ合うことのできる自然環境の
充実（園庭の樹木、花など）

園バスの利用について（利用のしやすさ、
運行状況など）

その他

総合評価

総合評価

園児への安全性の配慮

総合評価

施設・設備・環境

園の立地環境（通いやすさ等）

幼稚園の設備や園庭の充実度
園内の清潔感
駐車場の利用について（スペース、立地
等）

預かり保育の実施について（受け入れ態勢
が整っている、内容の充実）

長期休みの保育実施体制について（1号認
定園児）
給食の充実度について（味、栄養バランス
など）
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